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第
十
陴
怨(
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八
八〕

、
雜

-錄

•
ギ
タ
'ト
欧
會
主
義
'の
國
家
覜 

主
義
制
度
の
下
に
お
け
る
國
家
に
代
は
る
べ
き
も
0;
で

： 

各
部
の
生
產
潘
に
生
產
命
令
を
發
す
る
機
關
で
，あ
る
。
’ 

然
し
乍
ら
問
題
は
何
が
生
產
さ
る
ベ
.き
かw

云
：ふ
.こ
f 

は
實
際
之
を
生
a
す
る
懲
働
者
に
關
す
る
，レ
ビ
で
あ
る 

か
.、
ま
た
は
社
會
に
關
す
る
こ
と
で
あ
る
か 
<
云
ふ
こ 

と
で
あ
る
。：
こ
の
問
題
ば
生
產
«
が
何
を
.生
產
す
る
^

き
に
お
い
て
も
生
產
者
^
し
て
.關
tf
v
す
る
事
喷
で
は
な 

い
。
故
に
其
擴
張
し
れ
機
能
を
有
す
る
勞
働
‘取
引
所
ま 

た
は
勞
働
組
合
會
議
は
事
實
上
變
形
し
た
國
家
ま
た
は 

自
治
體
に
過
ぎ
な
い
も
の

で
あ
づ
て
、
そ
は
決
し
て
、

眞
の
生
.產
潘
の
圓
體
で
は
な
.<て
、
不
完
全
な
消
費
彩 

の
吻
體
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る(

多
。
&

。
£ 

Labo

c'r. 

p. 

3
5
3
)

オ
レ
’丨
デ
も
同
じ
く
ナ
ン
デ
ィ
力
ソ
ズ
ム
を 

批
評
し
て
云
ふ
o
'

「

國
f

ネ
主
義
に
對
す
る
M
SJ
と 

し
て
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
國
家
を
：否
定
す
る
所
ま
で 

行
?
た
。
然
し
な
が
ら
實
際
的
の
.思
想
に
於S

て
は
國

第
'ニ
-

1

四
六 

が
實
質
上
、
近
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
V
デ
ィ
ヵ
リ
ズ
ム 

を
し
て
英
國
の
ナ
^
ョ
ナ
-̂
ギV

ツ
の
主
義
ビ1

.

致
せ 

し
め
た
の
で
あ
る
。」

ビ

o.rage :—
- op. cit. 

V 

1
5
3) 

以
上
私
は
"
集
產
：主
義
及
び
ナ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ

ム

の 

產
槳
管
现
問
題
に
對
す
る
態
度
ミ
ギ
ダ
ト

ft
會
主
義
の 

デ>S

M

す
る

批
評
の
，一
般
ミ
を
窺
つ
た
。
集
產
主
義 

に
紅
け
る
國
家
萬
能
主
_
も
.̂
ン
デ
ィ
力
y
ズ
ム
に
あ 

け
る
國
家
の
否
定
i
共
に
.ギ
ル
ト
社
會
主
義
の
楚
E
す 

る
所
で
な
.か
つ
た
。
而
し
て
現
今
の
社
#
主

義

が

_

ま 

.+
:
義
を
意
味
す
る
も
の
ミ
.し
な
ら
ば
’「

集
產
主
_
は
.益 

々
.實
幾
的
計
劃VJ.

な
り
、
愈
々
其
.感
激
す
メ

き
理
想
を 

失
ひ
ら
S
ぁ
.つ
て
、
社
會
主
義
ゆ
煩
悶
し
て
居
る
の
で 

ぁ
:̂
'0
も
し
も
、
社
會
主
義
が
サ
シ
デ
ィ
力
リ
ズ
ム
に 

お
け
る
ょ
&,
も
の
を
採
り
、
幺
を
集
產
主
義
に
お
け
.る 

ょ
き
も
の
ビ
_

*
す
る
な
ら
ば
、
そ
は

生
氣
あ
る
主
義 

に
復
薛
し
、
益
々
活
氣
あ
る
も
の
ミ
な
る
こ
と
.が
出
來

家

纟
テ
，
<
.
.
カ
.も
.
ハ̂
，に
<認

め

.
&れ
'て

居

.

,
V 
の

^?
*
■

る 

O
L (

w
o
r
I
<
J

 

o
£

 
•
 L

a
b
o
u

n.

CD
'如
{
«;
-會
*
雜
の
^
化
&'
_サ
ゾ
デ
イ

力
タX. 
A
と
集 

產
主
義
4
の
提
所
に
求
め
v

v

Kギ
ル
-ド
社
#
主
義
を 

主
張
す
る
に
至
つ
た
も
の
ゼ
.あ
る
。::
>
,

斯
の
樣
に
產
業
管
理
間
题
に
對
す
る
態
度
は
集
産
主 

義
に
於
て
は
池
费
者
專
制
で
あ
り
、
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ 

ム
^
於
て
は
を
產
胄
«!
«
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
社
會
主
義 

は
ナ
ン
デ
イ
力
？
.ズ
ム
0-
'主
張
^
同
情
を
持
ぢ
な
が
ら 

尙
ほ
之
に
對
し
て
全
部
的
の
常
定
，を
興
へ
な
い
の
で
あ 

.る
。
¥
ル
ド
»

#主
«
は
跑
^
も
述
べ
た
樣
に
產
*
罾 

理
に
あ
け
•る
生
產
者
の
‘重
©
を
高
.唱
す
る
、
け
れ
ダ」

も 

#
等
は
ま
た
消
費
者
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
來 

な
か
つ
れ
の
で
あ
る
。
郎
ち
コ
；
1
ル
の
言
の
如
く
ナ
ン 

デ
イ
カ
リ
ズ
ム

S
集
產
主
義
に
お
け
る
：ょ
会
も
の
を
* 

っ
て
之
を
綜
合
せ
ん
^
試
み
れ
の
で
あ
る
。
之
を
一
而 

.か
ら
言
べ
ば
サ
シ
デ
：イ
カ
リ
へ
ズ
ム
ヒ
集
產
主
義
ど
の
'妥 

協
で
あ
る
o
だ
か
ら
ベ
ル
ト
ラ

' ン
K 

*ラッ
セ
：ル
は
ギ
ル 

ド
社
會
主
義
は
英
國
人
の
妥
協
を
好
む
糖
神
.の
#
露
で

あ
る
、匕
.評
し
て
^
る
。ハ̂-Russell:

1

hd
'
r
o
p
o
s
e
d 

W
.
O
I 

ads 

to 

Freedom, p. 

1
1
5)

然
ら
ば
ナ
ン
>-
十
カ
ソ 

ズ
' ム
の
國
家
の
杏
定
を
非
ど
し
、
集
產
、3£
:
«{t
お
け
る 

國
家
萬
能
を
^VI

す
る
ギ\

ド
社
會
主
義
に
於
け
る
_ 

家
6
は
何
で
あ
る
か
、
其
機
能
如
何
。(

以
下
次
®)

/
) 

?
)
1-!
 

- 

■
*
»
 

> 

v
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「

四

十

H

キ

ュ

の

人」

:

高

橋

誠

一

耶

1

.

■

侧
蘭
西
が
最
初
の
緙
濟
學
派
た
る
p
tr
l.
。
。
^

^

を 

產
し
た
る
ゆ
、
ユ
ー.r

ジ
ス
ト
を
多
く
出
せ
る
を
以
て 

顯
著
な
る
時
代
な
ぅ
し
.に
拘
ら
ず
、
彼
れ
等
の
徒
は
孰 

れ
劣
赀
な
機
智
を
.缺
き
、
華
麗
を
失
し
、
’端
嚴
莊
m
k 

し
て
、
又
た
屢
々
陰
爾
8
重
な
る
筆
致
を
以
て
、
乾
燥
. 

無
味
な
る
.問
題
を
論
じ
た
K
。
而
し
て
^
も
彼
れ
等
の 

み
獨
!)
,永
劫
^
變
な
を
眞
理
の
受
託
者
た
る
が
如
く
、

第
十
四
怨(

二
八
九)

雜

錄
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四
十H

ギ
S

A」

第
ニ
號
一
四
七



第
十
四
修(

二
九
〇)

雜

.
錄
' r

四
十
H
;̂
i
<?
>
人」 

第
二
誠
.'
,
'
1.四
ん

其
.の
、論
瑰
，の
堅
藝
主
張
す
る
翁
太
獨
酿
な
る
能
度
ば 

_

藉
屢
々
時
代
の
反
感
を
惹
«
せ
纩
-る
を
得
^

り
き
。
.

(Mile de Lespinasse

k
與 

/
^
6
H
u
r
g
o
t
‘ 

の
手
簡 

並
び
にAbb6 A

B
6

 Morellet

に
寄
せ
た
るDavid 

H
u
m
e
.

の
尺
牕
は
«'
般
0
消
息
を
傅
へ
た
り)

P斯
ぐ
で\

彼
.れ
第
ば
鑣
てVoltaire
が
辛
辣
な
：る
識
刺
の
好
餌
>
2 

た
る
に
茧
>
ぬ
。'-
_ 

.

.

:

'

:

;

:
 

\
Frangoise

s
&a>
>
»-
t
o
u
e
t 

de 

Voltaire 
C j 

千
六 

j

:

百
九
十
四
年
十1

月
.ニ
十
四
.
生—

1
千
七
百
セ
十
八T

 

年
三
月
三
十
日
死)

g
か
匿
名
の
.諷
刺
小
說
、^

h
o
B
m
e

 

\ 
a
u
x

KQuarante 

6 C
S
,
T
7
6
7
.

は
主
と
し
て 

M
e
r
c
i
e
r
d
e

 
| 

ia.Riviwre 

が 

I
/
o
r
d
r
e

 

naturel 

et 

essentiel 

—des 

\

W8
i

 p
o
l

d-:
q
u
e
s
;
I
:
7
6
7
.

を
駁
擊
す
る
が
爲
め
it
;
著 

\

さ
れ
た
る
も
の
な
り
.0
彼
れ
は
®
々

Q
e
e
s
n
a
y

が
火 

::

曝
日
の
^
會
に
出
席
せ
る
峙
吵
駐
佛
露
國
大
使
！
^
!
^
- ’
 

tiiAJaliEn

公
が
彼
、れ
に
寄
せ
だ
る
書
中
に
$
^
ヽ
此 

-(
?
)齋
免
以
，てIvronte

w-qui

o.u 

の 

I 

3De、pespHt dts/lors/

H
v
i
o
M
i
o 

;

p

s

.

ぶa
t
e

b>c
:
u
s
:

は
.
全

篇

悉

く

謂

ゆ
\
及
.び
乞
食
が
著
し
ぐ
壻
#

し
た
る
ビ

、

一
舣
人
&
が
沘 

丨
る「

四
十
：

H

キ
ユ
の
人
し
の
自
叙
：體
を
以
て
編
ま
：れ
た
り

0

來
得
％
限
り
勞
苦
多
'き
刺
作
の
勞
働
を
囘
避
す
る
ビ
に

,
日
く
ヽ
常
^
現
在
の
時
世
を
憐
み
、
過
去
を
讃
美
し
つ
::
在
る
な
り
。」(ibid 

1
7
6
8, 

pp. 

1—20

• 

'.
. 

..
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.
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:
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「

國
家
窮
乏
の
他
の
股
四
は
菩
人
の
新
た
'な
る
欲
望

Pass6 )
一
.

老
人
、
.余
に
謂
へ
み
は
：「

友

气

現

時

の

佛

(

に
存
す
。
_菩
人
は1

货
物
に
.對
し
、
.取
が
隣
人
に
四
西 

,
蘭
阿
は
之
れ
を，H

s
r
i

ト
四
»
の
峙
代
に
比
す
る
に
、
.:
;: 

|
:萬
を
支
挪
ひ
、
而
1
て
他
に
'對
し
て
五
六
西
莴
を
支
拂 

.
其
の
富
.裕
の
程
搜
遙
か
劣
れ
々
。'即
ち
、土
地
の
耕
作
.

ふ

例
へ
ば
菩
A
が
喚
覺
を
し
て
滿
悅
せ
し
ひ
る 

は

.®
れ
の
治
下
に
於
け
る
が
如
く
十
分
な
る
を
得
す
。

|

,
が
爲
め
に
亜
米
利
加
ょ
り
■齎

3
れ
た
る
惡
臭
を
發
す
る 

、
土
地
耕
作
の
用
に
酿
傭
參
可
^
/羅
人
は
不
足
し
、
而

し

\

粉
末
の
如
き
是
れ
I

。
吾
人
の
使
用
す
る
»!
緋
、
茶
、
 

て
.日
檢
人
は
.其

-:
0
著
働
^

«
格
を
引
.上
.げ
た
る
が
爲
め
_

-
チ
ョ
コ
レー

ト
、洋
紅
、藍
、
香
料
は
每
年
六
千
萬
以
上
の 

,
に
、
幾
多
の
地
主
;«
其
0
祖
先
傅
來
の
地
產
を
空
し
く
.
|
.
.
毅
用
を
咎
入
に
.課
す
。總

^

H
e
n
-

 

、
休
耕
地
.た
ら
し
む
.る
が
故
®
り
。
而
し
て
‘斯

ィ

の

.
如

く

 

：j 

rl.

®
ff
i

の

治

.®
K
在
り
て
以
求
だ
吾
人
に
知
悉
せ
ら
れ 

~
雇
人
の
稀
少
を
來
し
た
る
：所
以
は
、
苟
名
.勸
勉
の
精
神I

;'
ざ
、
し
も
の
に
し
て
、
*
&

潜
料
は
當
時
^
於
て
も
存 

.
を
有
す
る
者
は
悉
く
縫
箱
師
、
■娘
顧
帥
、
.
時

計

師

ハ

絹

む

た

，6
ビ
雖
も
、
而
も
其
.0
消

費
.は
令
日
0
如
く
大
な 

.
:
‘，織

匠

、
：
，
辯

讓

士

、

若

し

く

は

宣

敎

師

の

職

：に

從

事

す

る

 

>

 
こ
と
な
か
&
し
'な
り
。：
吾
人
は
.當
時
に
.比

し

1
W
倍

.

と
、：̂

I

s

#令
,̂
廢
止
が
王
國
內
ょ
々
し
て
多
數
の； 

'の
蠟
燭
を
燃
熾
し
ノ
而
し
て
吾
人
は
自
國
0
蜂
房
を
等 

,
,A
:
;
K
;5
:
退
.诛
せ
し
め
•求
る
S 

有
A
ゆ
る
遞
：類
の
尨
僧
間
視
す
る
が
故
に
、
.其
0
:搜
_
の
過
半
は
赴
の
：供
給
を

,

笫

叶

四

飴(

ニ

九| 

)

雜

錄

T

四

十H

キH,

の

人」 

第

二

號

.一四九

I
7
4-'
0
0
-
vp—

ょ
ゲ
#
遙
が
に
以
上
の
名
著
€
し
て
.推
稱

f 

る
適
尤
な
る
讃
辭
.に
刺
戟
せ
ら
れ
"
而
し
て
著
者
の
下 

せ
る
斷
案
の
み
な
ら
ず
，、
亦
突
の
麟
傲
に
し
て
學
派 

的
！§
狹
心
强
大
な
る
化
憤
懣
し
、
其
の
編
港
の
吾
人
に 

物
語
れ
る
が
如
ぐ
、一

時
の
氣
分
に
驅
ら
れ
て
其
の
筆 

を
執
り
、
而
し
て
、
恐
ら
く
は
、
彼
れ
が
未
だ
通
讀
し 

た
る
こ
ヒ
？
へ
な
&
此
の
書
ビ
與
の
著
者
の
膦
し
た
る 

謂
ゆ
る£:conomistes

學
派
全
©
•
に
對
し
て
機
智
横
溢 

の
攻
擊
を
行
ふ
に
東
ら
し
め
た
b

o「

四
十H

キ
ユ
の 

人」

は
浮
躁
淡
薄
の
非
難
を
免
れ
す
ビ

# :
も

、

眞
摯
と

熱 

誠VJ

を
缺
け
る
一
團
の
人
士
を
笑
殺
せ
し
む
る
の
效
來 

充
分
な
る
可
き
佛
國
：

a

的
諧
II
と
快
活
S
に
富
め
る
痛 

快
無
此
な
る
諷
刺
な
り
。
此
の
書
は
統
計
學
者
、
.力
ル 

メ
ル
派
の
ff
ls
、
现
論
的
財
政
豸
、
及
び
其
の
餘
の
人 

々
を
愚
弄
せ
雖
も
、
而
も
先
づ
興
の
矢
而
に
立
て 

る
はphysibcrate
lo'

な
ト
し
な
む
。



绾
十
拽
银

余

錄
.
‘

「

四
十H

キH

の
人j

第
二
號
•

一
五
〇

外
國
：に
仰
ぐ
な
り
。
菩
人
は
.王
妃
を
初
め
、H

e
m
i

a' 

世
の
宫
中
に
於
け
る
、.
有
ら
ゆ
る
女
官
の
帶
闬
せ
る
所 

に
，西
倍
せ
る
ダ
ィ
ァ
モ
.ン
ド
が
巴
坦
其
の
他
の
大
都
會 

に
：於
け
る
我
が
市
井
の
婦
人
に
：侬
办
て
其
の
耳
に
、
其 

め
首
の
掏
阓
に
へ
而
し
て
典
の
手
の
上
に
使
用
せ
ら
：る 

ヾ
ん
を
見
■る
f

、
殆
ん
ど
有
ゆ
る
赘
澤
物
は
必
然
現
金 

を
以
て
支
拂
は
れ
ざ
る
可
ら
ず
。(pp. 

2-3.)

,

「

牌
に
吾
人
がHotellde-vme { ：

市
役
所)
に
對
す
る 

年

收

：

一

千

五

百

萵

以

上

を

外

國

人

，に

支

拂

.ふ
こ

ヒ

、
，
並 

び
に
H

I
四
世
は
其
©

■
極
に
際
し
、

「

此
の
：假
想 

の

H
o
t
e
l
R

對
し
總
計 
一I
f
H海
の

偾

務

を

有

す

る

.を 

見
ヽ
賢
明
に
も
國
家
を
し
て
這
般
の
員
»
ょ
6
安
易
な 

ら
し
む
る
が
爲
に
其
のi "

部
を
償
却
せ
る
こ
と
を
注
意 

せ
ょ
。
我
が
內
亂
はD

o
n

 Phelippo el 

Discreto

が 

1怫
國

を

質

收

甘

，ん

事

を

企

1|
|
し
'/
2
,る
際

に
fヽ
i其
河
哥 

の
廣
飯
を
じ
て
王
國
內
^
流
入
せ
し
め
た
る
の
原
闲
た 

P
し

.
乙ビ
並
び
に
爾
後
、
我
が
外
»
が
吾
人
を
し
て
典 意 な パ

の
貨
幣
の
一
半
を
喪
失
せ
し
め
た
る
と
を
熟
思
せ
ょ0 

是
れ
等
は
幾
分
居
人
於
窮
乏—

吾
人
が
掩
飾
せ
ら
れ
た 

る
天
井
の
下
に
、
若
し
ス
は
時
好
商
人
の
詭
計
に
依
り 

て
隱
匿
し
つ
、
あ
る
窮
2

の
原
因
な
り
。nous som

丨
 

mes 

P
s
v
r
e
s

 avec goat.

收
稅
官
、
請
負
人(entre

preneurs) 
及
び
商
人
等
は
頗
る
富
街
な
る

可
く
、
其
の 

字
孫
、
其
の
女
婿
等
も
亦
た
頗
る
富
有
な
り
€
雖
も」

 

般
摩
民
は
不
幸
ド
し
て
然
ら
ざる

な
-;:V 」

。

?

3.)

B

次
章
は「

四
十
ェ
キ
ュ
の
人
の
災
禍

(Desastre d
e

L
r 

H
o
m
m
e

 

a
u
x

 

quarante 

6
C

U
S
.)  

h
yo 

マ
エ
キ 

ュ
は
三
リ
グ
ル
な
る
を
以
て
、
四
十
ユ

キ
ュ
は
即
ち
再
こ 

十
ジ
、ダ
ル
に
相
當
し
、

IVIercier d
e

 

la 

Rivi

ft-re 

-

が
0 

然
の
支
配
す
る
社
會
に
於
尤
は
各
市
民
の
生
存
祀
取
り 

て
充
分
な
る
高
ビ
思
惟
し
た
る
も
の
な

-O
。

「

佘
は
余
が
其
の
>
ー
 
に
課
せ
ら
れ
た
る
租
桃
の
支
拂 

k
當
つ
可
^
;
4の
な
し
ど
せ
ば
、
一
ヶ
年
、
四
十
ェ
キ
ュ

を
余
に
與
ふ
可
き
地
産
を
有
す
る
こ
S
を
江
湖
^
吹
聽
過
ぎ
ぎ
る
の
習
ひ
な
る
こ
ビ
、
を
は
余
に
取
り
セ
颇
る 

す
る
を
兌
ぶ
も
の
な
6

。
：
'
:
' 

苛
重
な
S
負
擔
な
る
こ
く
、
而
しV
若

し

神

が

.余

を

し 

他
に
能
事
な
き
が
故
^
、
自
己
の
據
邊
よ
り
し
て
國
て
其
の
困
窮
^
堪
え
し
む
る
の
援
を
爲
せ
る
柳
技
細
工 

家
を
支
配
す
る
、
或
る
入
々
よ
り
し
て
數
多
の
布
吿
は
の
藍
を
製
作
す
る
の
才
能
を
金
に
與
へ
ざ
り
し
な
ら
ん 

級
せ
ら
れ
た
6
。
是
れ
等
布
吿
の
前
文
はf

立
法
及
び
一

に
は
、
佘
は
之
れ
に
腿
せ
ら
れ
て
已
に
倒
れ
伏
せ
る
な 

行
政
の
權
切
は
_
權

に

後

：
つ

て

、
本

來

"余
が
土
«'
の
共
.

る
可
き
を
知
れ
b

o然
ら
ば
ヽ
佘
は
如
何
に
し
て
不
意 

同
所
有
者
な
，

£>(l

cs:siatrice &

 6x

rDNcutrice e
s
t
n
6
e
.
d
e

に
國
王
(̂
.對
し
、
ニ1.

十
'

H

キ
ュ
を
氛
ュ
る
を
得
可
き
力
。

.

.

.
 

■'
 

-
I 

• 

I 

• 

•
. 

.

.
:

ン

 

. 

. 

,

d
rs.
t d 〖vin.co-proprietaire de 

m
a

 tene.) 』

而
し
て
、

新
任
の
大
g
等
は
又
た
其
の
前
文
に
於
て
、
有
ら
ゆ 

少
ぐ
^
も
余
は
余
0.
領
有
せ
る
も
の
>
1平
を
之
れ
に
る
物
は
土
地
よ
.り
發
す
る(

雨
其
の
者
さ
へ
も)

が
故
に 

錢
ふ
も
0
な
る
事
を
記
せ
b

o此
の
立
法
及
び
行
政
權
土
地
の
み
惟
夕
課
稅
せ
ら
る
可
き
こ
ビ
、
隨
つ
て
又
た 

の
博
鐵
の
廣
大
な
る
は
余
ミ
し
て
徼
心
に
我
が
身
を
視
-,
' 
土
地
の
果
實
を
除
き
て
は
、
當
さ
に
粗
税
を
負
擔
す
可 

福
ぜ
じ
'む
：る
.な
^

蒞̂
し
此
0『

社
會
の
本
然
の
秩
序』

「

き
物
な
き
を
說
け
り
。

.

(pordre 

essentieldes 

S
0det6s〉

を
統
轄
す
る
權
カ
一
最
近
の
戰
爭
中
、
彼
れ
等
が
執
行
斑
の
.
一
人
余
が
家 

-に
し
て
、
：佘
が
僅
小
な
る
地
產
0:
签
部
を
取
得
す
可
し
:'
に
來
り
て
、
彼
れ
等
の
行
a.
つ
S
ぁ
る
戰
淨
を
持
續
す 

ど
ぜ
ば
如
何
。
.
そ
は
從
前
に
比
し
て
爾
ら
に
ー
層
神
聖
る
が
爲
め
に
、
余
の
負
擔
額V

し
て
、
小
麥
三
桝
並
び 

な
る
可
し
。

'

,

に
大
：見

'©
總

體

の

値

一

一

十

H
t

を

余

よ

&
要
求
せ 

「

總
啟
関
下
は
佘
♦か

總

額

十

ニ

リ

グ

ル

を

支

挪

ふ

に
b

l

m
に
、

此
.の
戰
爭
に
於
て
は
>
 

我
.が

國

：は

何

物

を 

笫

十

四

怨(

ニ
九
三)

雜

，

錄
.「

四
十H

キ
S
A

」 

t
 

第

二

狱
:■
:
ネ
ー



('.1

一
九
西
.

)

.
.̂-
‘、
錄

.4'

四
十
.
H
，au
..'0
A
J
. 

第
二
^
.
.
.
.
.
:
1

マ* ニ 

し
て
、
失
ふ
所
多
.し
と

；の
®

を

耳

に

せ

て

、

彼

れ

が

ー

ケ

年

四

：十

离

リ

：
グ
ル
.
を

享

有

す

る

旨

を

こ
：第
十
四
卷

も
得
^
所
な
>

る
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
、
余
は
其
の
理
由
を
全
然
知
悉 

.せ
t
。
余
は
敦
の
當
時
、
小
^
も
大
哀
も
、
亦
た
货
罾 

を
も
冇
せ
ざ
り
し
が
故
に
、
立
法
及
び
行
政
の
權
カ
は 

一
命
を
_獄
麗
^
拉
し
去
れ
り
、
而
し
て
戰
淨
は
其
の
カ
の 

^

ヵ
織
行
せ
;^
れ
た
办
。

,余
が
骨
と
皮
ビ
の
み

:̂
て
，
牢

獄

^
.
り

放

免

せ

ら

れ

た
 

る
時
、
^
が
| 1
1
會

ひ

：
た̂
者
は
、
'實
に
六
頭
立
て
の
埸 

$
を
驅
る
肥
大
に
し
て
*
色
鮮
か
な
る
人
な
り
き
。
彼 

れ
は
六
/ A
:©
從
穠
を
有
し
、
、
®

®
各

.々
1C
對
しi
余
^! 

-所
得
の
: ^
额
以
上
を
勞
銀
ヒ
.し
て
，或
輪
.せ

り

。
ニ
，
見

宛

： 

.
，
も

彼

れ

自

身

の

如

く

血

色
，M
き

ヽ

*

の

家

令

は

彼

れ

よ 
b
u

 t

フ
ラ
ン
の
俸
給
を
受
け
广
而
し
て
觅
ら
ね
每
年 

ニ
®
を
彼
れ
よ
6
奪
ふ
な
り
。
：
彼
れ
の
夫
人
は
六
ヶ
月 

^
に
四
萬
そ
キ
ュ
を
彼
れ
に
费
^

し
む
る
な
ぅ
少
余
は

顧

き

本

破

れ

が

佘

自

身

よ

り

も

往

活

凼

難

な

り

し

時

代
 

肛

於

い

て

^

れ

ふ

知

れ

b

。

' #
れ

は

，
余

を

歡

め

ん

せ

し

自
白
せ
6
。
佘
は
日
へ
り
、「

然
ら
ば
御
身
は
、
此
の
所 

得

中
よ
り
、菩
人
が
行

ひ
つ
. 

> ぁ
る
、
か
の
有
利
な
る
：戦 

爭
を
游
續
す

る
が
爲
め

k
、

國
家
に
對

し
て
、
ニ
十
离 

を
：支
顿
ふ
も
の
と
想
像
す
、

即
ち
、
恰
も1

ヶ
年

1
W 

ニ
十
ソ
グ
ル
を
^
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
佘
は
、
其
の
半
f 

を
支
拂
は
ざ
：る
を
得
ざ
る
が
故
な
ぅ
_
ど
。

彼
れ
奶
日
へ
り
、「

余
？
余
が
國
家
の
所
要
R-
對
し
て 

出
金
す
る
ビ
や
。
我
が
友
よ
、
御
身
は
正
さ
に
諧
譃
を 

弄
し
つ
、
あ
.る
な
.

C
V
O

余
はJ

人
の
伯
父
よ
り
、
彼
れ 

か
' ra

d
i
x

及

S
u
r
a
t
e

R
於
て
収
得
し
た
る

.

其
の
八
！ 

m
の
則
：產
を
相
續
せ
り
、
余
は
一
吋
の
±
地
を
も
有
せ 

す
、
余
が
：財
產
蝴
總
ベ
て
政
府
if
#
及
び
#
形
よ
り
成 

れ
余
は
國
家
に
對
し
て
制
等
の
債
務
な
し
o
其
の 

資
產
.

s

 

'一
 

部

を

交

付

す

可

き

も

の

は

土

地

の

听

有

者

.た 

る
_
身

等

の

こ

と

な

り"
若

し

大

藏

大K1
R
し

て

、

我 

が
翻
家
^
猶
#
す
^

#
爲
％ 

R余

ぶ

'%
•>
.婆

求

，

せ
り
^
せ
ば
、！
彼
れ
は
頭
1
混
亂
せ
る
痂
呆
尨
る
可
き
te
る
物
を
彼
れ
.は
十
フ
ラ
ン
以
上
を
以
て
逛
ら
に
墨
其 

を
知
ふ
ず
や
。
何
ど
な
れ
ば
、
有
ら
ゆ
る
物
は
土
地
の
;'
.古
机
於
て
販
寶
せ
り
、：
而
.し
て
ノ
.1

切
の
费
用
を
支
拂 

所
產
な
る
が
故
な
り
。
«
僻
及
字
形
は
單
に
交
易
の
徵
::
-
ひ
、
疋
味
八
泪
萬
.を
齋
し
て
其
の
本
國
に
歸
れ 

瞪
に
猶
ぎ
す
、奈
は
紙
牌
に
西
桝
の
小
麥
、西
疋
の
牛
、

：

御
身
は
固
よ
り
、
彼
れ
が
御
身
に
支
拂
へ
る
十
ス
ー 

:

千

ぶ

の

苹

及

、
び

.
'
一

 
庙
盤
-0
麵
麥
:^
胳
く
る
代
6
K-
、
：
是|

以
上
に
、‘，洱
び
#
れ
.よ
4
數
ォ
ボ
ー
ル
を
要
求
す
る
は 

れ
等
の
嫌
惡
す
可
:̂
.®
物
を
代
.表
す
る
黄
金
の
'堆
積

を

.
，
®し
き
不
並
事
な
る
，」

ビ
を
認
む
る
な
る
可
し
0
»
し 

-胳
ベ
る
な
り
。
御
身
は
、
若
(,
&
れ
等
..
0
貨
物
紀
對
し
|
其
の
伯
父
に
し
て
各
々
擧
其
古
、Buenos A^es, 

Li
丨 

有

,Aゆ
る
他 

0
,-m
税
u
tt
^

^

^

^

J

m
e.
m
p
l
s
t
'
u

H.
-
l ma, Surate 

:又
は 

pondicheri 

.
R於
て

、

八

百

^

を 

:洽
0)

>

せ̂

る:#
、
-«
府

に

し

て

猶

ゆ

余

'1
り
貨
幣
を
刺
得
せ
る
、
佘
の
如
き
二
十
人
の
甥
が
、
國
家
の
緊
急 

「

要
求
せ
ん
ビ
せ
ば
、へ
そ
は
ニ
11
£

:

の
資
擔
を
負
は
し
め
、2
_
,な
る
必
耍
に
.際
し
、_咎
々
僅
か
に
一一

十
萬
フ
ラ
ン
を
之

(
.

. 

.
:
. 

. 

I 

-

同

一

物
を
ー
冉
度
微
す
る
^
の
な
る
こ
ど
を
知
ら
ず
や

:0
れ
に
貸
出
す
可
き
も
9
S
せ
ば
、
そ
は
四
西
脔
を
生
す 

余
が
伯
父
_
t
l
o
a
d
i
x

i-
2:
於
て
、
御

'^
が
小
麥
の
ニ
W

る
な
る
可
し
。
如
何
に
す
？
ま
じ
か
ら
す
や
。
然
ら
ば 

腐

、
，
並

び

に

御

身

の

：
羊

宅

よ

力

製

し

た

る

織

物

の

I 

iw;
_
j我
が
友
よ
、
平
穩
に
芷
味
四
，十H

キ
ュ
の
純
收
入
を
享 

«:
の
胄
を

^
却
し
、是
れ：

等

の

，雨

取

引

に

際

し

、
十

割

以

,:
有
す
る
御
身
は
支
拂
ふ
可
し
、
克
く
御
身
の
國
に
泰
仕 

上
•を
利
せ
-

0
。

御
身
は
.明
か
に
這
般
の
刹
潤
が
®:
に

課

，
す

可

し

、

而

し

て

折

々

は

4
が
定
服
の
從
僎

:̂
共
に
食 

税
せ
^
れ
た
る
吐
地
よ
.

CV

生
じ
た
る
も
の
な
る
を
知
る
事
す
る
が
爲
め
に
來
る
可
じ
。

」

可
し
。■佘
の
伯
父
が
汝
よ
り
十
ス
ー
を
以
て
、
購
入
し
此
の
秫
爾
の
僻
は
余
を
し
て
稍
や
麪
く
瓜
案
に
沈
ま

第
十
四
盤(

ニ
九
迅〕

雜

錄

J

四
十
H
-̂
k
の
人」 

第
二
破
ー
五
三



'.第十四糖

.

.

2九六
，)

.雜

歡

_

「

四十ェ

5

の入」

.
’ 

,

'

'
筋
て
號
一
策
四

し
め

.^
シ
、

M
も
そ
は
多
く
余
金
慰
藉
ず
--S
所
あ
ら
ざ
.

之

な

t 
GPP. 

5-9 ,)。 

•

問

;
次
で
彼
れ
は
常
時
の
統
計
學
者
を
嘲
れ
る「

幾
何
學 

者 

S の
#
話

(Entretien 
a
v
e
c

 

u
n

 

g
e
o
m
e
t
r
e
)

 

以
下

四

.+
キ
キ
ユ
ー
の
人
と
稀
々
な
-̂
社
會
陪
級
？
の
.間
の 

對
話
を
揭
げ
た
り
。
0
0
&
0
!
-
0

^

は
其
の
刊
行
せ
る 

Voltaire

の
著
書
に
於
で
.這
般
の
諧
«
的
攻
擊
k
對
し 

V

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
.丨
ト
を
補
謎
せ
h
o Voltaire

は
其 

の
常
例
の
不
眞
而
目
を
以
てMMercier

が
^-
の

意

味

を 

.誤
''
0
て
表
明
し
、
甚
し
ズ
過
大
し
て
說
く
を
免
れ
ざ
り 

し
な
b
。
何
ほ 

Anselme-Polycarpe 

Batbie 

が
！/:: 

げom
m
e

 aux quarant.e

o.
>
c
u
s
:'
'
e
t 

ies Physiocrates .

を 

參
照
せ
ら
る
可
し
。

ヾ
彼
れ
は
其
の
後
、
ー
千
七
弭
七
士
$

、
典
の
M
詩 

Les Cabales

に
附
せ
る
«
考
に
於
て
フィジオクラ

 

丨
ト
樂
派
に
對
し
て
頗
る

酷
烈
な
る
赛
言
を
發
し
、
彼

れ
等
を
呼
ぶ
に
、「

自
ら
破
產
し
つ
、
、
商
業
に
11
1
り
て 

富

有

爲

る

の

術

を

敎

へ

、
.自

己

の

小

室

を

出

づ
る
こ 

-

す
な
く
し
て
、
世
界
を
爝
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